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火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月

29
日
、30
日
に
阿
蘇
市
で
開
か
れ
、

全
国
各
地
の
火
山
周
辺
市
町
村
長

や
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、活
火
山

周
辺
に
お
け
る
安
全
確
保
と
地
域

振
興
の
両
立
を
図
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、近

年
の
噴
火
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
た

う
え
で
情
報
の
交
換
を
行
な
い
、

今
後
の
対
策
の
指
針
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
、活
火
山
周
辺
市
町
村

を
主
会
場
に
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、阿
蘇
市
で
は
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
内
の
中
・
高
校
生

に
よ
る
研
究
発
表

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
半
は
、一
の

宮
中
学
校
２
年
生
と
阿
蘇
中
央
高

校
１
年
生
が
、ス
テ
ー
ジ
で
研
究

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
の
宮
中
学
校
２
年
生
は「
活

火
山
阿
蘇
山
と
つ
き
あ
う
」と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、火
山
や
大
雨

が
も
た
ら
す
災
い
を
理
解
し
な
が

ら
、「
防
災
」の
中
で
中
学
生
に
求

め
ら
れ
る
役
割
と
し
て
、来
年
４

月
に
開
校
す
る
一
の
宮
小
学
校
の

児
童
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
を
考

え
、危
険
箇
所
マ
ッ
プ
の
作
成
に

取
り
組
み
、そ
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。実
際
に
ま
ち
歩
き
を
し

な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
た
マ
ッ
プ
は

細
か
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、阿
蘇
中
央
高
校
は
、平
成

24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
際
に

全
校
生
徒
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
、総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
た「
阿

蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
学
」に
取
り
組
ん

で
お
り
、今
年
度
の「
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
学
」で
の
学
習
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
88
名
が
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
向
け
て
、「
安
全
で
魅
力
あ
る

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、世
界
各

地
か
ら
多
く
の
方
に
安
心
し
て
阿

蘇
に
来
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
を
４
つ
の
サ
ブ
テ
ー

マ
に
分
か
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　

映
像
、グ
ル
メ
レ
シ
ピ
、観
光
プ

ラ
ン
案
、情
報
の
提
供
方
法
、案
内

ポ
ス
タ
ー
な
ど
、鋭
い
視
点
か
ら

火山を知り、火山と共に生きる　～阿蘇ジオパークの防災を考える～
テーマ

●研究発表　「活火山阿蘇山とつきあう」　（発表者）阿蘇市立一の宮中学校（２年生）　　　　　熊本県立阿蘇中央高等学校（１年生）●ポスターセッション・展示　「全国からの火山防災対策の取り組み報告」●パネルディスカッション
　「噴煙を上げ続ける火山との共生」　<コーディネーター >　・池谷浩�（阿蘇市防災アドバイザー、（一財）砂防・地すべり技術センター研究顧問）
　<パネリスト >
　・石原和弘（火山噴火予知連�副会長、火山活動評価検討会�座長）　・木部直美（(公財 )阿蘇グリーンストック）　・河野まゆ子（ＪＴＢ総合研究所観光危機管理研究室�主任研究員）　・佐藤義興（阿蘇市長）
　・西山幸治（国土交通省砂防部長）　・沼川敦彦（熊本県危機管理防災課長）

開催概要

❶ 「阿蘇ジオパーク学」の中での
学習を通して、世界各地から阿
蘇に来てもらうために必要な
ことを、さまざまな視点から提
案した。（阿蘇中央高校）

❷ 小学生のためにと作成した「危
険箇所マップ」を発表。生徒の
目線で細やかに作られ披露さ
れたマップに、参加者はシャッ
ターを切った。(一の宮中学校）
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多
く
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
提
案

が
あ
り
、来
場
者
の
関
心
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

議
論
飛
び
交
っ
た

噴
火
報
道
の
在
り
方

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
半
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、阿
蘇

市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

池
谷
浩
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
登
壇
し
、６
名
の
パ
ネ
リ

ス
ト（
右
㌻
参
照
）と
と
も
に
、噴

火
が
続
く
火
山
と
の
共
生
を
テ
ー

マ
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、全
国
の
活
火
山
の
活
動

状
況
、活
動
火
山
対
策
特
別
措
置

法
の
改
正
に
関
す
る
情
報
共
有
を

行
い
、続
い
て
昨
年
11
月
以
降
の

活
動
活
発
化
を
踏
ま
え
た
阿
蘇
山

周
辺
地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け

た
方
策
、そ
し
て
近
年
の
火
山
噴

火
が
も
た
ら
す
噴
火
に
よ
る
観
光

客
の
減
退
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か

に
つ
い
て
、パ
ネ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
や
提

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
で
は
、風
評
被
害
の
影

響
で
入
込
客
が
減
少
し
、観
光
面

に
大
き
な
影
を
落
と
し
ま
し
た

が
、今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
マ
ス
コ
ミ
報

道
の
在
り
方
に
関
し
て
一
歩
踏
み

込
ん
だ
意
見
も
あ
り
、民
間
企
業

や
関
係
組
織
が
連
携
し
、安
全
対

策
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
も
、効

果
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
課
題
解

決
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、佐
藤
市
長
が「
火
山
砂

防
フ
ォ
ー
ラ
ム
阿
蘇
山
宣
言
」を

読
み
上
げ
、地
域
振
興
と
防
災
の

重
要
性
な
ど
、火
山
と
と
も
に
生

き
る
阿
蘇
か
ら
全
国
に
向
け
て
発

信
し
ま
し
た
。

火山砂防フォーラム　阿蘇山宣言

火山砂防フォーラム委員会は「火山を知り火山
とともに生きる～阿蘇ジオパークの防災を考え
る～」をテーマに、全国から約 500 名の参加を
得て、第 25回火山砂防フォーラムを開催した。
各地の火山が活発化し火山との「共存」が求めら
れる中、ここに、火山砂防フォーラムは以下のと
おり宣言する。

記
１．�阿蘇のジオパーク活動を通じて、平時から住
民の参加を得て火山について学び、阿蘇山の
恵みに感謝しつつ地質遺産と文化を後世に
引き継ぎ、内外との交流と地域振興を進めよ
う！

２．�火山地域の災害リスクを正しく理解し、火山
噴火や豪雨による災害を防止するため、火山
砂防事業を推進するとともに、有事の際に早
めの避難が実行できるよう地域の取り組み
を強化しよう！

３．�火山の防災体制強化と地域振興の両立のた
め、火山砂防フォーラムの委員は地元住民の
声を代表し、火山地域の実態を全国に発信す
る場を創設し実践しよう！

平成 27年 10月 29 日
火山砂防フォーラム委員会

熊本県阿蘇市にて

12
3❶ 全国各地から関係者が参加。

中・高校生の研究発表では、多
くの参加者が関心を寄せた。

❷ 会場には火山防災対策に関する
さまざまな資料が展示された。

❸ パネルディスカッションで発言
する佐藤市長（中央）

パネルディスカッションでコーディネーターを
務めた池谷氏。風評被害の状況を踏まえ「地域外
の方に正確な情報をいかに発信するかが重要。安
全な場所を伝えるため、具体的な距離を示し発信
していく必要がある」などと話した。

登壇し、「阿蘇山宣言」を読み上
げる佐藤市長。会場から大きな
拍手で宣言は承認された。

フォーラム終了後の意見交換会
で、来年の開催予定地である長野
県木曽町の原久仁男町長がふるさ
とをＰＲ。御嶽山を有する木曽町
の魅力を参加者にアピールした。

WebTV アソ
動 画


